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Abstract
In the Low-lying plain along Kisogawa basin, a large number of flood control works

had been conducted during the Edo period. However there are few report to know about
the relation with local community. In this paper, reporting about the investigation of the
areas along Kisogaswa river in Kanpo period, I would like to consider the recognition of
river environment and the working to prevent disasters by the local community.
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は
じ
め
に

洪
水
常
襲
地
帯
と
し
て
、
数
多
く
の
治
水
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た
木

曽
三
川
流
域
に
は
、
川
と
い
う
自
然
と
人
間
の
関
係
史
を
物
語
る
膨
大
な

史
料
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
筆
者
の
属
す
る
附
属
図
書
館
研
究

開
発
室
で
は
、
自
治
体
等
と
も
連
携
し
、
こ
う
し
た
歴
史
情
報
資
源
の
保

存
・
活
用
に
む
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
な
か
で
、
近
世
に
お
い
て
当
該
流
域
の
治
水
行
政
を
管
掌
し
た
交

代
寄
合
旗
本
高
木
家
（
本
家
の
西
高
木
家
及
び
分
家
の
北
・
東
高
木
家
の

三
家
で
構
成
さ
れ
る
）
に
関
し
、
名
古
屋
大
学
所
蔵
に
か
か
る
西
高
木
家

文
書
の
ほ
か
、
散
逸
し
た
と
さ
れ
て
き
た
北
高
木
家
関
係
の
文
書
群
（
１
）

や
、
治
水
史
料
が
抽
出
・
別
置
保
存
さ
れ
た
東
高
木
家
文
書
（
２
）
の
調
査

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
史
料
群
の
悉
皆
調
査
・
目
録
化
に
は
、

い
ま
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、
予
想
通
り
、
内
容
的
に
は
相
互

に
補
完
し
あ
う
史
料
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
統
合
・
活
用
さ
れ
る

こ
と
で
、
流
域
治
水
史
に
も
新
た
な
可
能
性
が
拓
か
れ
て
い
く
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
そ
の
可
能
性
の
一
端
を
紹
介
す
る
意
味
で
、
如
上

の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
わ
が
国
土
木
史
上
注
目
す
べ

き
大
工
事
で
あ
っ
た
「
宝
暦
治
水
」
事
業
の
歴
史
段
階
的
な
把
握
を
試
み

る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
宝
暦
治
水
」
の
前
史
と
な
る
寛
保
期

の
流
域
調
査
を
対
象
と
し
て
、
地
域
動
向
を
組
み
込
ん
だ
プ
ロ
セ
ス
を
時

系
列
に
沿
っ
て
考
察
し
、「
宝
暦
治
水
」
像
の
豊
富
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
課
題
と
し
た
い
（
３
）。

一
　
流
域
環
境
の
変
化
と
寛
保
期
の
水
行
調
査

ま
ず
は
、
寛
保
期
の
問
題
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
当
該
流
域
の
治
水

史
を
あ
ら
た
め
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
木
曽
三
川
流
域
で
は
、
養

老
断
層
に
沿
っ
て
沈
み
込
む
東
高
西
低
の
土
地
傾
斜
（
濃
尾
傾
動
地
塊
）

を
反
映
し
て
、
木
曽
川
・
長
良
川
・
揖
斐
（
伊
尾
）
川
の
順
に
川
床
が
低

く
な
っ
て
お
り
、
下
流
部
で
は
水
脈
が
網
の
目
状
に
結
合
し
て
、
最
大
水

（
一
）



量
を
誇
る
木
曽
川
の
水
は
、
大
量
の
土
砂
を
伴
っ
て
長
良
・
揖
斐
の
両
川
へ
押
し

寄
せ
、
逆
流
・
洪
水
を
生
む
環
境
に
あ
っ
た
。

加
え
て
、
領
主
間
の
戦
闘
が
終
息
し
た
十
七
世
紀
以
降
、
中
下
流
で
は
新
田
開

発
（
輪
中
形
成
）
が
活
発
化
し
、
河
道
固
定
・
遊
水
地
の
狭
隘
化
、
さ
ら
に
は
土

砂
堆
積
に
よ
る
河
床
の
上
昇
が
進
み
、
破
堤
や
輪
中
内
の
排
水
障
害
（
悪
水
）
に

よ
り
、
深
刻
な
被
害
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
○
三
）
に
は
、
高
須
・
福
束
・
本
阿
弥

輪
中
七
十
二
か
村
が
、
連
年
の
水
害
原
因
が
下
流
域
の
新
田
開
発
に
あ
る
と
し
て
、

そ
の
撤
去
を
幕
府
評
定
所
に
訴
え
出
て
い
る
。
近
世
期
の
当
該
流
域
に
お
い
て
、

数
十
か
村
の
レ
ベ
ル
で
地
域
が
ま
と
ま
り
「
水
行
」
要
求
を
行
っ
た
嚆
矢
と
考
え

ら
れ
る
が
（
４
）
、
こ
れ
を
契
機
に
、
下
流
に
位
置
す
る
桑
名
・
長
島
藩
領
の
新
田

撤
去
に
と
ど
ま
ら
ず
、
美
濃
国
中
の
河
川
に
お
い
て
も
、
水
行
障
害
と
な
る
竹

木
・
流
作
場
・
洲
・
人
家
な
ど
を
対
象
と
す
る
、
初
め
て
の
大
規
模
な
取
り
払
い

普
請
工
事
（
宝
永
の
大
取
り
払
い
）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
洪
水
を
す
み
や
か

に
海
へ
と
流
下
さ
せ
る
こ
と
で
水
害
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、「
わ
が
国

の
治
水
策
に
一
つ
の
方
向
を
与
え
た
」
と
も
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
５
）。

以
後
、
幕
府
は
、
高
木
三
家
を
河
道
の
監
視
・
整
備
に
あ
た
る
川
通
掛
（
水
行

奉
行
）
に
任
命
し
、
笠
松
代
官
（
堤
方
役
所
）
と
協
働
さ
せ
る
な
ど
、
予
防
的
見

地
に
た
っ
た
恒
常
的
か
つ
広
域
の
治
水
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
一
定
の
効
果
を

お
さ
め
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
構
造
的
問
題
に
対
し
て
は
、
根
本
的
な
対
策
と
は

な
り
え
な
か
っ
た
（
６
）。

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
川
を
分
流
す
る
構
想
で
あ

る
。
現
在
に
お
い
て
な
お
流
域
治
水
史
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
『
岐

阜
県
治
水
史
』
に
よ
れ
ば
、「
宝
暦
治
水
工
事
は
、
実
に
（
井
沢
弥
惣
兵
衛
―
引

用
者
注
）
為
永
が
美
濃
郡
代
在
任
中
企
画
し
た
設
計
を
基
礎
と
し
て
、
実
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
こ
れ
よ
り
先
民
間
で
も
三

川
分
流
の
緊
要
な
こ
と
に
着
目
し
た
も
の
が
あ
り
、
寛
保
の
初
め
、
濃
州
多
芸
・

安
八
・
石
津
・
不
破
・
海
西
・
中
島
・
羽
栗
の
七
郡
三
百
カ
村
の
庄
屋
ら
が
協
議

し
て
、
笠
松
郡
代
滝
川
小
右
衛
門
へ
、
濃
州
川
々
水
行
普
請
、
大
榑
川
締
切
工
事

を
実
施
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
出
願
し
た
が
、
大
規
模
な
普
請
な
の
で
、
つ
い
に
採
用

せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
次
い
て
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
十
一
月
、
幕
府
領
多
芸
郡

横
屋
村
ほ
か
五
十
七
か
村
総
代
と
し
て
、
横
屋
村
庄
屋
寺
倉
孫
九
郎
ほ
か
五
人
が
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（
二
）

〔図１（東高木家文書〕



江
戸
表
へ
赴
き
、
勘
定
奉
行
神
尾
若
狭
守
春
央
へ
、
大
榑
川
締
切
、
水
行
普
請
施

行
の
願
書
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
允
許
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
ま
と
め

て
い
る
（
傍
線
部
筆
者
）。

こ
の
う
ち
、
寛
保
の
初
め
云
々
と
あ
る
傍
線
部
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
編
纂
さ

れ
た
『
岐
阜
県
史
』
や
『
海
津
町
史
』
な
ど
に
も
そ
の
ま
ま
引
き
写
さ
れ
て
い
る

が
、
根
拠
と
な
る
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
ま
、
確
実
な
史
料
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
十
二
月
、
高
須
・
七
郷
輪
中

七
十
三
か
村
が
多
良
役
所
（
高
木
三
家
）
及
び
笠
松
役
所
に
提
出
し
た
願
書
で
あ

る
（
７
）
。
そ
こ
に
は
、
元
禄
十
六
年
の
川
通
取
払
に
よ
る
水
行
の
改
善
が
一
時
的

な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
近
年
で
は
①
南
之
郷
、
長
嶋
坂
手
、
藤
浅
、
上
之
輪
・
与
左

衛
門
新
田
な
ど
に
土
砂
が
堆
積
し
、「
川
通
砂
馳
埋
候
付
、
水
行
甚
悪
敷
」
き
状

態
で
あ
り
、
か
つ
②
木
曽
川
の
河
床
が
上
昇
し
て
お
り
、
揖
斐
川
と
の
合
流
点
で

あ
る
油
島
新
田
先
で
逆
流
を
生
じ
、
揖
斐
川
に
流
下
障
害
が
起
き
て
い
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
七
十
三
か
村
が
求
め
た
の
は
、
幕
府
の
調
査
見
分
と
費
用

負
担
（
公
儀
普
請
）
に
よ
る
、
’①

土
砂
が
堆
積
し
て
水
行
に
障
り
の
あ
る
場
所

の
川
浚
・
切
欠
（
浚
渫
と
撤
去
）、
及
び
’②

油
島
新
田
地
先
の
木
曽
川
・
揖
斐
川

合
流
点
に
、
長
さ
百
五
十
間
・
水
面
上
二
尺
程
度
の
築
流
堤
を
新
設
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
要
求
に
は
、「
笠
松
・
多
良
於
両
御
役
所
難
被
仰
付
儀
ニ
候
ハ
ヽ
、

私
共
江
戸
表
江

罷
下
、
打
詰
御
願
申
上
度
」
と
、
江
戸
出
訴
も
厭
わ
な
い
強
い
姿

勢
が
示
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
東
高
木
家
文
書
調
査
で
、
こ
の
願
書
に
添
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
墨
引
絵
図
」
の
写
が
確
認
で
き
た
の
で
掲
げ
て
お
き
た
い
〔
図
１
〕。
流
路
に
灰

色
で
描
か
れ
た
部
分
が
堆
積
土
砂
で
あ
り
、
絵
図
か
ら
剥
離
し
た
付
箋
八
枚
の
記

述
か
ら
は
、
願
書
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
要
求
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
（
８
）
。
こ
う
し
た
村
々
の
要
求
に
対
し
、
次
の
書
状
に
見
る
よ
う
に
、
笠
松

代
官
の
動
き
は
迅
速
で
あ
っ
た
（
９
）。

一
筆
啓
上
仕
候
、
甚
寒
之
節
御
座
候
得
共
、
各
様
愈
御
堅
固
可
被
成
御
勤
珍

重
奉
存
候
、
然
者
先
達
而
其
御
地
へ
茂
相
願
候
高
須
輪
中
・
本
阿
弥
輪
中
・
金

廻
輪
中
・
七
郷
輪
中
川
浚
御
普
請
願
之
儀
、
御
入
用
御
普
請
ニ
相
願
候
得
者
、

何
れ
ニ
茂

御
勘
定
奉
行
衆
江

不
申
達
候
而

ハ
難
相
済
儀
奉
存
候
、
就
夫
御
普
請

之
儀
者

時
節
茂

有
之
儀
御
座
候
間
延
々
ニ

ハ
難
成
、
殊
ニ

私
儀
来
春
ハ
品
々
御

用
多
、
末
江

寄
候
而

ハ
御
出
会
茂

難
仕
御
座
候
間
、
急
ニ

御
相
談
仕
度
儀
奉
存

候
間
、
来
正
月
八
日
垂
井
宿
迄
罷
出
得
御
意
申
度
候
、
乍
御
太
儀
各
様
ニ
茂

彼
地
へ
御
出
会
被
下
候
様
仕
度
候
、
思
召
茂

御
座
候
ハ
ヽ
御
報
ニ

可
被
仰
聞

候
、
恐
惶
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
川
小
右
衛
門

十
二
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
寧
（
花
押
）

高
木
新
兵
衛
様

高
木
求
馬
様

高
木
内
膳
様

文
中
に
「
私
儀
来
春
ハ
早
々
御
用
多
」
云
々
と
あ
る
の
は
、
越
後
阿
賀
野
川

（
新
潟
湊
）
の
普
請
見
分
に
派
遣
さ
れ
る
予
定
が
あ
り
、
不
在
と
な
る
前
に
何
ら

か
の
手
だ
て
を
講
じ
る
必
要
を
認
め
て
の
行
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
10
）
。

高
木
三
家
は
こ
の
申
し
出
を
受
諾
し
て
お
り
（
11
）
、
垂
井
宿
で
行
わ
れ
た
協
議
の

結
果
で
あ
ろ
う
、
間
髪
を
入
れ
ず
連
名
で
、
江
戸
の
勘
定
奉
行
所
へ
調
査
実
施
の

伺
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
勘
定
所
書
付
は
、「
小
右
衛
門
儀
、
越
後
阿
賀
野
川
御
普
請
相

済
罷
帰
次
第
、
三
人
立
会
見
分
目
論
見
、
御
入
用
積
相
伺
候
様
」
と
の
老
中
松
平

乗
邑
に
よ
る
調
査
実
施
指
示
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
多
良
・

笠
松
両
役
所
で
は
、
調
査
費
用
の
負
担
方
法
を
照
会
す
る
と
と
も
に
、
幕
府
に
対

し
周
辺
領
主
へ
の
協
力
依
頼
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
八
月
、
高
木
三
家
の

扶
持
方
及
び
笠
松
役
所
の
見
分
扶
持
方
に
つ
い
て
照
会
し
た
滝
川
は
、
調
査
費
用

縮
減
を
命
じ
る
勘
定
所
に
対
し
、
調
査
後
の
出
水
で
環
境
変
化
が
起
こ
り
う
る
こ

と
を
勘
案
し
、「
委
細
之
見
分
ハ
相
除
、
水
行
差
支
之
様
子
、
場
所
ニ
よ
り
川
違
等

之
趣
一
通
り
見
分
」
と
、
流
下
障
害
状
況
の
確
認
を
中
心
と
す
る
概
要
調
査
に
切

り
替
え
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
実
際
の
流
域
調
査
は
、
寛
保
二
年
九
月
八
日
か
ら
十

四
日
の
七
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
既
に
松
原
義

継
『
本
阿
弥
輪
中
』（
12
）

で
佐
野
家
文
書
中
の
絵
図
を
用
い
た
紹
介
が
あ
る
が
、

今
回
、
東
高
木
家
文
書
中
か
ら
も
新
た
な
絵
図
が
確
認
で
き
た
の
で
、
先
に
見
つ

か
っ
た
北
高
木
家
関
係
文
書
中
に
含
ま
れ
る
調
査
復
命
書
（
後
掲
翻
刻
史
料
）
と

あ
わ
せ
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
調
査
の
具
体
相
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
は
調
査
隊
の
構
成
で
あ
る
が
、
佐
野
家
文
書
の
絵
図
〔
図
２
〕
に
は
、
以
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下
の
よ
う
に
、
一
行
が
分
乗
し
た
川
舟
十
三
艘
と
そ
の
構
成
・
役
割
が
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
。

板
お
ふ
い
（
覆
）
舟
二
艘

内
　
壱
艘
　
高
木
求
馬
様
御
召

壱
艘
　
滝
川
小
右
衛
門
様
御
召
并
堤
方
御
両
人

此
舟
弐
艘

内
　
壱
艘
ハ
多
良
　
三
輪
孫
左
衛
門
様

加
藤
甚
五
左
衛
門
様

川
添
兵
左
衛
門
様

壱
艘
　
　
同
　
御
供
廻
り

此
三
艘

壱
艘
　
茶
舟

壱
艘
　
杭
木
舟

壱
艘
　
笹
竹
舟

此
五
艘
、
笠
松
御
供
廻
り
并
川
巾
長
等
打
候
時
小
使
舟

此
大
船
壱
艘
、
御
願
之
村
七
拾
五
村
之
内

十
六
人
御
案
内
ニ
罷
出
候
者
宿

船
、
九
月
八
日

同
十
四
日
迄
船
中
諸
色
、
高
須
横
町
中
西
平
右
衛
門
請
負
、

右
数
船
船
頭
壱
艘
ニ
弐
人
ツ
ヽ
乗
、
小
船
壱
艘
一
日
賃
銭
三
百
文
ツ
ヽ
、
日

数
九
月
八
日

同
十
四
日
迄
、
右
之
外
大
船
弐
艘
、
和
泉
新
田

御
帰
り
之

節
、
御
荷
物
船
ニ
桑
名
ニ
而
雇
申
候
、
壱
艘
ニ
付
賃
銭
五
百
文
ツ
ヽ

参
加
者
は
、
多
良
役
所
か
ら
高
木
求
馬
（
北
高
木
）
と
川
通
役
人
で
あ
る
三
輪
孫

左
衛
門
（
西
高
木
）、
加
藤
甚
五
右
衛
門
（
北
高
木
）、
川
添
兵
左
衛
門
（
東
高
木
）

の
三
名
及
び
供
廻
り
、
笠
松
役
所
か
ら
は
代
官
滝
川
小
右
衛
門
及
び
堤
方
役
人
二

名
と
供
廻
り
で
あ
る
。
彼
ら
を
、
村
々
の
代
表
十
六
人
が
宿
船
と
な
る
大
船
に
乗

っ
て
案
内
・
誘
導
し
、
高
須
輪
中
か
ら
河
口
に
至
る
地
域
を
調
査
し
た
。
川
舟
に

は
、
役
人
が
乗
る
舟
以
外
に
、
茶
舟
、
杭
木
舟
、
笹
竹
舟
や
「
川
巾
長
間
」
を
測

定
す
る
た
め
の
小
使
舟
が
含
ま
れ
て
い
た
。
な
お
、
東
高
木
家
の
絵
図
〔
図
３
〕

に
は
、
案
内
者
と
し
て
、
江
内
・
油
島
村
兼
帯
庄
屋
の
源
左
衛
門
の
名
前
が
見
え

て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
把
握
・
整
理
さ
れ
た
当
該
期
の
河
川
環
境
の
変
化

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
13
）
。
①
両
役
所
が
行
っ
た
流
下
実
験
で
は
（〔
図
２
〕

参
照
）、
木
曽
川
・
揖
斐
川
合
流
点
に
あ
た
る
油
島
新
田
の
先
端
（
×
印
の
部
分
）

か
ら
板
舟
を
流
し
た
と
こ
ろ
、
い
っ
た
ん
は
木
曽
川
か
ら
揖
斐
川
筋
へ
流
れ
込
ん

だ
も
の
の
、
揖
斐
川
右
岸
・
南
之
郷
村
の
猿
尾
に
刎
ね
ら
れ
木
曽
川
筋
へ
逆
流
し

た
（
14
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
原
前
掲
書
が
「
こ
れ
を
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、

木
曽
川
の
河
水
の
半
ば
は
、
一
旦
低
所
の
揖
斐
川
へ
流
れ
込
む
が
、
揖
斐
川
の
下

流
（
桑
名
川
）
が
狭
く
く
び
れ
て
い
る
た
め
、
迂
回
し
て
再
び
木
曽
川
へ
還
流
し

て
い
た
」
と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

②
さ
ら
に
、
海
口
ま
で
見
分
し
た
と
こ
ろ
、
桑
名
沖
に
は
幅
四
㎞
・
全
長
八
㎞

の
巨
大
な
砂
州
が
確
認
さ
れ
、
こ
こ
で
も
板
舟
な
ど
に
よ
る
流
下
実
験
が
行
わ
れ

た
と
み
え
、
図
３
の
下
部
中
央
に
は
、
流
下
障
害
を
示
す
螺
旋
状
の
点
描
が
あ
る
。

な
お
、
三
十
年
前
ま
で
は
こ
こ
に
も
三
筋
の
澪
（
水
の
流
れ
る
筋
）
が
あ
り
、
流

下
障
害
は
な
か
っ
た
と
の
老
漁
師
の
証
言
も
得
て
い
る
。

③
総
じ
て
、
土
砂
堆
積
作
用
に
よ
り
河
床
上
昇
が
み
ら
れ
、
特
に
揖
斐
川
下
流

の
桑
名
川
で
は
、
元
禄
期
に
撤
去
さ
れ
た
砂
州
が
復
活
し
、
川
幅
の
六
〜
八
割
が

埋
ま
る
な
ど
、
深
刻
な
流
下
障
害
が
起
き
て
い
る
こ
と
。
同
じ
く
海
口
部
の
鍋
田

川
・
見
入
川
・
筏
川
も
埋
ま
り
、
濃
州
か
ら
の
水
は
加
路
戸
川
の
み
で
引
き
受
け

る
形
と
な
り
、
こ
れ
が
桑
名
川
の
流
下
を
横
か
ら
抑
え
る
た
め
、
全
体
の
水
行
悪

化
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
現
地
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
流
域
環
境
の
変
化
を
把
握
し
た
両
役

所
で
は
、
滝
川
小
右
衛
門
と
高
木
求
馬
の
連
名
で
勘
定
所
へ
復
命
書
を
作
成
し
、

改
善
に
む
け
た
普
請
プ
ラ
ン
を
提
示
し
た
（
15
）。
た
だ
し
そ
れ
は
、「
古
来
之
通
水

落
宜
成
候
様
ニ
者
容
易
ニ
難
成
儀
ニ
相
見
申
候
」「
被
捨
置
候
程
水
落
差
支
、
夥
敷
亡

所
出
来
」
と
あ
る
よ
う
に
、
復
旧
は
極
め
て
困
難
と
し
な
が
ら
、
放
置
す
れ
ば
地

域
破
壊
に
直
結
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
措
置
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
厳
し
い

認
識
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。

二
　
三
川
分
流
構
想

復
命
書
に
は
、「
御
普
請
之
仕
形
」
と
し
て
、
絵
図
と
大
積
帳
を
添
え
て
「
い
」

か
ら
「
を
」
の
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
工
事
内
容
は
、「
川
替
」「
水
行
直
し
」

と
表
現
さ
れ
る
流
路
変
更
と
、「
川
広
」「
川
浚
」
に
あ
た
る
拡
張
・
浚
渫
な
ど
の

河
道
整
備
事
業
に
分
け
ら
れ
る
。

う
ち
「
川
替
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
①
木
曽
川
と
揖
斐
川
の
「
水
筋
分
け
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（
分
流
）」
を
行
い
、
揖
斐
川
の
水
勢
を
強
め
て
流
下
を
促
進
す
る
た
め
、
揖
斐
・

木
曽
川
合
流
点
で
あ
る
油
島
新
田
に
百
五
十
間
の
猿
尾
・
三
十
間
の
杭
刎
、
対
岸

の
松
木
村
に
四
十
間
の
水
分
け
猿
尾
を
設
置
す
る
こ
と
。
②
し
か
し
、
揖
斐
川
下

流
（
桑
名
川
）
の
通
水
が
悪
い
た
め
、
桑
名
川
入
口
西
で
流
下
障
害
を
起
こ
し
て

い
た
南
之
郷
村
の
猿
尾
を
撤
去
し
た
う
え
、
東
側
の
福
原
村
か
ら
長
五
十
間
の
猿

尾
を
突
き
だ
し
流
勢
を
つ
け
、
さ
ら
に
南
之
郷
・
深
谷
部
・
与
左
衛
門
茂
左
衛
門

新
田
・
千
倉
村
の
各
寄
洲
を
全
長
七
、
七
㎞
に
わ
た
っ
て
堀
割
り
、
流
下
を
促
進

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
加
路
戸
川
一
筋
ニ
而

海
面
江

水
落
候
処
、
川
二
筋
ニ
而

水
落

候
ハ
ヽ
、
濃
州
勢
州
水
損
者
余
程
立
帰
」
る
と
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
以
上
の

「
水
替
」
見
積
額
は
、
南
之
郷
村
で
の
潰
地
に
対
す
る
補
償
も
含
め
て
一
万
三
千

両
程
で
あ
る
。
な
お
、
普
請
規
模
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
と
、
七
十
三
か
村
の

堀
割
要
求
は
全
長
五
㎞
余
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
両
役
所
の
提
案
で
は
七
、
七
㎞

に
増
強
さ
れ
た
如
く
、
総
じ
て
村
々
の
要
求
を
嵩
上
げ
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る

点
は
、
当
該
期
の
見
積
の
あ
り
方
と
し
て
注
意
を
要
す
る
。

ま
た
、「
川
広
」「
川
浚
」
に
つ
い
て
は
、
③
断
層
谷
排
砂
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、

深
谷
部
・
大
山
田
沢
の
堆
砂
撤
去
、
対
岸
の
千
倉
村
猿
尾
の
延
長
に
よ
る
排
砂
抑

制
（
以
上
の
見
積
額
約
千
両
）、
④
桑
名
川
最
下
流
部
中
央
に
あ
る
葭
草
場
十
万

山
を
堀
割
り
、
澪
筋
を
確
保
す
る
た
め
、
上
之
輪
村
と
大
島
村
か
ら
水
刎
杭
出
を

設
置
（
以
上
の
見
積
額
約
四
千
両
）
す
る
な
ど
の
河
道
整
備
を
提
案
し
て
い
る
。

加
え
て
、
今
回
の
流
域
調
査
の
結
果
、
七
十
三
か
村
の
要
求
以
外
に
必
要
な
措

置
（
追
願
）
と
し
て
、
上
流
二
十
五
か
村
（
幕
領
十
三
か
村
、
尾
張
藩
領
十
二
か

村
）
が
要
求
し
た
桑
名
川
通
（
福
岡
〜
宮
地
）
の
川
広
・
川
浚
の
う
ち
、
川
広
は

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
た
め
取
り
上
げ
ず
、
川
浚
に
つ
い
て
は
、
④
羽
根
・
駒

野
・
山
崎
・
安
江
の
各
断
層
谷
の
砂
留
（
砂
防
）
・
浚
渫
及
び
対
岸
に
猿
尾
を
設

置
し
て
の
排
出
抑
制
を
行
う
こ
と
。
幕
領
福
束
輪
中
一
万
石
余
の
村
々
が
要
求
し

た
長
良
川
の
水
落
策
の
う
ち
、
大
榑
川
洗
堰
は
費
用
と
障
村
の
た
め
却
下
し
、
⑤

木
曽
川
と
の
合
流
点
の
大
牧
村
野
方
の
堀
割
（
新
川
造
成
）
と
柿
内
村
・
大
藪
村

の
猿
尾
延
長
。
さ
ら
に
揖
斐
川
・
長
良
川
へ
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
木
曽
川
に
つ

い
て
は
、
⑥
佐
屋
川
へ
通
水
さ
せ
る
た
め
、
左
岸
の
三
拾
丁
野
村
で
置
洲
を
四
百

間
堀
割
り
、
右
岸
か
ら
は
猿
尾
を
突
き
出
す
と
の
新
た
な
措
置
を
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
提
案
に
は
、
普
請
実
現
後
の
維
持
策
に
つ
い
て
も
、
各
領
主

の
得
失
に
踏
み
込
ん
で
（
た
と
え
ば
⑥
の
措
置
は
尾
張
藩
の
堤
囲
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
で
、
以
後
の
修
復
は
尾
張
藩
に
命
じ
る
等
）、
具
体
的
な
方
針
案
を
示
し

て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
両
役
所
か
ら
の
提
案
は
、
①
木
曽
川
・
揖
斐
川
の
分
流
、

②
桑
名
川
通
の
浚
渫
・
堀
割
、
③
④
断
層
谷
の
砂
防
対
策
、
⑤
佐
屋
川
対
策
と
な

る
が
、
こ
れ
ら
は
、
十
数
年
後
に
実
施
を
み
た
宝
暦
治
水
工
事
の
骨
格
部
分
と
一

致
し
、
そ
の
直
接
の
前
提
と
な
る
調
査
及
び
提
案
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
点
は
、
七
十
三
か
村
の
出
願
か
ら
案
内
・
調
査
・
復

命
に
至
る
過
程
を
通
じ
た
地
域
村
々
と
多
良
・
笠
松
両
役
所
の
協
働
関
係
で
あ

る
。
無
論
、
幕
藩
制
下
の
支
配
関
係
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
流
域

村
々
の
詳
細
な
環
境
認
識
と
具
体
的
提
案
を
う
け
た
実
地
調
査
と
総
合
的
な
対
策

提
示
と
い
う
連
携
が
み
て
と
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
従
来
に
な
い
画
期
的
な
内
容
を
含
む
提
案
で
あ
っ
た
が
、
後
年
の
記

述
に
よ
れ
ば
、「
川
通
水
落
御
普
請
之
儀
、
水
所
村
々
申
合
、
達
而
可
奉
願
上
筈
ニ

御
座
候
得
共
、
御
料
御
私
領
大
分
之
百
姓
少
々
宛
得
手
勝
手
茂
御
座
候
故
、
同
心

仕
達
而
御
願
得
不
申
上
、
漸
五
年
以
前
（
寛
保
元
年
）
水
所
七
十
〔

〕
余
申
合
、

川
御
普
請
奉
願
上
、
御
見
分
御
〔
御
目
論
見
〕
被
下
置
、
右
御
普
請
儀
、
何
卒
被

仰
立
被
下
候
様
奉
願
上
候
得
共
、
右
之
川
御
普
請
も
難
被
為
　
仰
付
様
被
為
　
仰

聞
」（
16
）

あ
る
い
は
、「
川
通
り
砂
浚
又
者

新
川
替
等
御
願
之
義
、
六
年
以
前
戌

（
寛
保
元
）
年
、
多
良
・
笠
松
両
役
所
へ
達
而
奉
願
、
則
御
見
分
被
成
下
候
処
、
去

寅
（
延
享
三
年
）
十
一
月
被
仰
渡
候
ハ
、
濃
州
水
損
之
義
無
余
儀
願
ニ

候
へ
共
、

上
方
筋
諸
国
ニ
同
願
多
ク
容
易
ク
難
被
　
仰
付
旨
被
　
仰
渡
」（
17
）
等
と
あ
る
よ
う

に
、
幕
府
勘
定
所
が
積
極
的
に
対
応
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
寛
保

元
年
が
、
関
東
甲
信
越
を
中
心
に
「
戌
満
水
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
洪
水
に
見
舞

わ
れ
た
年
で
、
そ
の
復
旧
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
よ
り
大
き
な
背
景
と
し
て
は
、

享
保
期
に
お
け
る
年
貢
増
徴
を
主
と
し
た
経
済
政
策
が
川
除
普
請
の
水
準
を
向
上

さ
せ
、
幕
府
負
担
が
増
大
し
た
結
果
、
普
請
費
用
を
節
減
す
る
必
要
に
強
く
迫
ら

れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
18
）。

な
お
、
傍
線
部
の
如
く
、
こ
の
寛
保
元
年
の
訴
願
は
、
利
害
調
整
に
相
当
難
渋

し
た
結
果
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
環
境
変
化
に
対
す
る
流
域
社
会
の
対
応
と
し

て
も
、
寛
保
期
は
重
要
な
画
期
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
19
）。
さ
ら
に
寛
保
三

年
に
は
、
多
芸
輪
中
下
笠
村
に
お
い
て
「
川
広
」「
川
替
」
の
協
議
が
行
わ
れ
（
20
）、
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悪
水
対
策
の
水
落
普
請
を
求
め
る
幕
領
・
尾
張
藩
領
の
六
十
一
か
村
惣
代
が
江
戸

へ
出
訴
し
、
越
年
の
う
え
執
拗
に
出
水
前
の
見
分
を
求
め
る
挙
に
も
出
て
い
る

（
21
）。こ

の
後
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
正
月
に
は
、

高
須
輪
中
の
中
部
四
十
か
村
が
「
木
曽
川
伊
尾
川
を
海
口
迄
分
通
し
海
江
流
入
候

様
ニ
」
と
、
よ
り
直
接
的
表
現
で
木
曽
川
・
揖
斐
川
の
分
流
工
事
を
要
求
し
て
い

る
（
22
）
。
ま
た
、
こ
の
時
、
別
に
高
須
輪
中
南
部
十
五
か
村
は
、
寛
保
二
年
に
両

役
所
が
提
案
し
た
「
川
堀
」
と
と
も
に
、
木
曽
川
・
揖
斐
川
の
具
体
的
な
分
流
策

と
し
て
、
油
島
か
ら
松
之
木
村
へ
の
「
築
留
」
堤
か
、
あ
る
い
は
油
島
か
ら
上
之

郷
へ
の
「
築
留
」
と
南
之
郷
・
大
鳥
居
村
間
の
新
川
堀
割
と
い
う
、
二
つ
の
構
想

を
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
八
月
の
帆
引
新
田
庄
屋
ら
に
よ
る
普
請
請
負

願
書
（
23
）

で
は
、「
川
通
差
支
之
儀
者

、
御
見
分
被
為
遊
被
下
置
候
通
ニ

御
座
候
、

川
通
差
支
之
根
元
ハ
油
嶋
新
田
木
曽
川
伊
尾
川
落
合
之
所
ニ
而

御
座
候
」
と
、
連

年
の
水
害
原
因
を
寛
保
二
年
の
両
役
所
調
査
通
り
、
油
島
新
田
地
先
に
お
け
る
木

曽
川
・
揖
斐
川
の
合
流
（
及
び
木
曽
川
か
ら
の
土
砂
流
入
）
と
指
摘
す
る
。
そ
し

て
、「
近
年
御
領
私
領
村
々

色
々
と
仕
形
絵
図
を
以
御
願
申
上
仕
得
共
、
川
替

ハ
古
田
之
地
面
潰
、
殊
更
御
百
姓
住
馴
申
候
居
屋
敷
迄
潰
申
儀
、
其
外
之
仕
形
等

ハ
大
分
之
御
入
用
」
と
、
上
記
五
十
五
か
村
な
ど
、
多
数
の
村
々
が
要
求
す
る
川

替
え
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
と
批
判
し
、
三
川
の
浚
渫
と
油
島
新
田
水
分
け

打
出
し
杭
に
よ
る
分
流
を
提
案
し
た
ほ
か
、
翌
四
年
十
月
に
は
、
中
島
郡
小
藪
村

も
木
曽
・
長
良
川
の
分
流
工
事
を
願
い
出
る
な
ど
（
24
）
、
両
役
所
及
び
地
域
村
々

で
分
流
構
想
が
共
有
さ
れ
、
抜
本
対
策
と
し
て
絞
り
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

三
　
高
木
家
の
認
識
と
行
動

流
域
村
々
が
連
帯
し
て
の
要
求
運
動
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
、
延
享
三
年
春
に

参
勤
し
た
高
木
新
兵
衛
・
同
内
膳
は
、
勘
定
組
頭
犬
塚
・
粕
谷
・
浅
井
に
窮
状
を

訴
え
、
帰
国
後
、
縁
戚
で
あ
る
尾
張
藩
重
臣
の
遠
山
家
な
ど
を
通
じ
て
情
報
収
集

を
行
い
、
流
域
の
水
損
状
況
を
勘
定
奉
行
所
ま
で
報
告
し
て
い
る
（
25
）
。
そ
の
時

提
出
さ
れ
た
「
水
損
所
村
々
高
付
」
に
よ
れ
ば
、
流
域
二
四
四
か
村
の
う
ち
、
寛

保
元
年
か
ら
延
享
二
年
ま
で
の
五
か
年
平
均
の
損
毛
率
が
八
割
を
超
え
る
村
が
百

八
か
村
、
五
割
か
ら
七
割
が
八
十
四
か
村
、
三
割
が
五
十
二
か
村
と
、
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
、
土
砂
堆
積
で
鍋
田
川
が
不

通
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
そ
れ
ま
で
調
査
に
立
ち
入
る
こ
と
の
な
か
っ
た

尾
張
熱
田
川
筋
の
巡
回
を
実
施
す
る
計
画
も
有
し
て
い
た
（
26
）
。
た
だ
し
、
こ
れ

に
は
「
尾
州
へ
申
遣
候
と
も
容
易
ニ
得
心
不
仕
間
敷
」
と
い
う
滝
川
小
右
衛
門
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
実
現
困
難
な
課
題
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
う

し
た
な
か
に
も
、
問
題
解
決
に
む
け
た
対
応
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
運
動
の
結
果
、
翌
延
享
四
年
に
は
江
戸
か
ら
普
請
役
元
締
黒
沢
儀

助
と
普
請
役
倉
橋
嘉
助
が
派
遣
さ
れ
、
見
分
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
復
命
案
に
は

「
右
川
筋
埋
り
候
故
之
事
与

村
々
存
候
ニ

付
、
戌
年
（
寛
保
二
年
）
所
々
川
除
并

海

口
江
之
川
々
浚
御
普
請
、
国
中

相
願
、
凡
三
万
両
余
之
御
入
用
御
普
請
相
願
候

得
共
、
大
造
成
事
故
容
易
不
被
仰
付
、
今
年
迄
及
水
損
候
由
、
何
れ
之
村
々
も
申

之
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寛
保
二
年
調
査
に
も
と
づ
く
水
落
普
請
要
求
が
地
域
共

通
の
願
い
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
（
27
）。
な
お
、
普
請
役
の
認
識
は
、「
大

河
筋
ハ
自
然
と
土
砂
留
り
候
物
」
で
あ
り
、
特
に
濃
州
で
は
、
香
取
川
が
埋
ま
っ

た
た
め
に
、
そ
の
下
流
の
桑
名
川
や
海
口
が
塞
が
る
な
ど
諸
方
へ
悪
影
響
が
出
て

お
り
、
国
役
普
請
を
実
施
し
、
通
水
の
た
め
桑
名
領
上
之
郷
・
南
之
郷
に
新
川
を

堀
り
、
帆
引
新
田
に
は
揖
斐
川
を
刎
ね
る
猿
尾
を
設
置
す
れ
ば
桑
名
川
も
復
旧
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
普
請
役
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
高
木
三
家
川
通
役
は
、

見
分
通
り
で
よ
い
が
、
水
抜
普
請
を
せ
ね
ば
解
決
は
難
し
く
、
普
請
方
法
は
既
に

「
戌
年
高
木
求
馬
・
滝
川
小
右
衛
門
様
御
見
分
之
趣
」、
つ
ま
り
寛
保
二
年
伺
書
通

り
と
の
意
見
を
幕
府
勘
定
所
に
申
し
入
れ
済
み
で
あ
る
と
応
え
て
い
る
（
28
）。

ま
た
、
十
二
月
に
は
、
福
束
輪
中
ほ
か
三
十
二
か
村
が
長
良
・
揖
斐
川
の
分
水

の
た
め
大
榑
川
へ
の
常
水
石
堰
設
置
や
揖
斐
川
流
下
の
た
め
の
香
取
川
堀
割
等
を

要
求
し
て
い
る
（
29
）

こ
う
し
た
経
緯
の
も
と
、
延
享
五
年
に
は
、
流
域
で
初
め
て
大
名
手
伝
普
請
が

行
わ
れ
る
。
こ
の
時
の
高
木
内
膳
の
日
記
に
は
、
井
沢
弥
惣
兵
衛
（
為
永
の
子
）

と
の
興
味
深
い
会
談
内
容
が
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
30
）
。「（
井
沢
）
成

程
有
増
昨
日

評
義
も
仕
候
、
就
其
油
島
先
杭
出
、
先
頃
出
水
ニ
根
流
、
殊
以
杭

入
か
ね
候
ニ

付
、
間
数
減
候
様
ニ

評
議
仕
候
」「（
内
膳
）
其
儀
未
承
候
、
油
嶋
杭

出
之
義
者

此
度
之
御
普
請
之
要
与

存
候
、
先
年
同
名
共
・
小
右
衛
門
立
会
申
上
候

ハ
、
百
五
拾
間
之
猿
尾
ニ
而
候
処
、
此
度
杭
ニ
被
仰
付
候
さ
へ
如
何
与
奉
存
候
ニ
、
其
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上
間
数
御
減
候
而
者

後
々
水
行
之
益
薄
気
毒
奉
存
候
、
御
普
請
後
水
行
支
不
申
様

可
申
付
旨
被
仰
付
候
へ
共
、
右
躰
ニ
而
者
追
而
水
行
不
然
奉
存
候
」。

つ
ま
り
、
高
木
家
側
の
認
識
で
は
、
木
曽
・
揖
斐
川
の
分
流
を
最
重
要
課
題
と

み
て
お
り
、
揖
斐
川
下
流
部
の
浚
渫
を
第
一
と
す
る
幕
府
勘
定
方
と
は
見
解
を
異

に
し
て
い
た
。
関
連
し
て
、
こ
の
手
伝
普
請
後
の
寛
延
三
年
、
勘
定
奉
行
所
へ
の

上
申
書
下
書
に
は
、
石
田
・
拾
丁
野
杭
出
（
佐
屋
川
水
引
落
、
濃
州
水
損
助
）
に

関
し
、「
御
普
請
役
黒
沢
儀
助
江
申
聞
候
者
、
当
国
川
々
之
儀
者
杭
根
江
蒔
石
ニ
而
固
不

申
而
者
持
怺
不
申
旨
拙
者
共
并
次
郎
九
郎
儀
も
重
々
申
聞
候
得
共
、
関
東
辺
ニ
而
仕
覚

慥
ニ
持
怺
候
旨
相
極
申
候
故
、
其
通
ニ
致
置
候
得
者
、
弥
持
怺
悪
敷
、
折
々
杭
根
掘

流
候
間
、
此
度
者
石
ニ
而
固
候
様
被
仰
付
可
然
」
と
、
普
請
役
が
美
濃
の
川
技
術
を

採
用
せ
ず
、
せ
っ
か
く
の
普
請
効
果
を
逸
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
31
）。

こ
う
し
た
延
享
五
年
手
伝
普
請
へ
の
厳
し
い
評
価
は
、
江
戸
に
お
け
る
多
良
役

所
（
高
木
三
家
）
に
関
す
る
世
評
を
強
く
意
識
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次

の
史
料
に
あ
る
通
り
、「
不
念
之
様
御
勘
定
奉
行
ニ
而
御
沙
汰
」
と
、
多
良
役
所
の

不
手
際
と
の
評
価
を
受
け
取
っ
た
高
木
三
家
で
は
、
そ
れ
へ
の
反
発
か
ら
、
宝
暦

元
年
（
一
七
五
一
）
夏
以
降
、
江
戸
留
守
居
を
通
じ
て
、
老
中
堀
田
相
模
守
の
近

臣
へ
賄
賂
工
作
を
行
い
、
勘
定
奉
行
所
へ
圧
力
を
か
け
る
と
い
う
行
動
を
と
る
の

で
あ
る
（
32
）。

濃
州
水
落
之
儀
ニ

付
、
四
年
以
前
辰
年
（
延
享
五
）
御
手
伝
御
普
請
被
仰
付

候
得
共
、
水
損
村
々
右
御
普
請
ニ
而

ハ
益
薄
御
座
候
付
、
私
共
三
人
不
念
之

様
御
勘
定
所
ニ
而

御
沙
汰
御
座
候
様
ニ

承
之
候
、
右
辰
年
御
普
請
之
儀
者

私

共
儀
目
論
見
之
訳
曽
而

不
奉
存
、
江
戸
表

御
普
請
役
被
遣
目
論
見
等
被

仰
付
、
卯
之
十
二
月
御
勘
定
奉
行
中

被
仰
聞
候
者
、
濃
州
川
々
御
普
請
被

仰
付
候
間
、
私
共
三
人
定
式
之
通
見
廻
可
申
候
様
ニ

被
仰
付
候
而

、
右
御
普

請
中
出
来
形
之
儀
度
々
見
廻
り
吟
味
仕
候
而

、
青
木
次
郎
九
郎
江

御
渡
候
仕

様
帳
之
通
普
請
出
来
申
候
得
共
、
桑
名
川
通
り
・
香
取
川
通
堀
割
御
普
請
者
、

其
後
出
水
毎
ニ
土
砂
馳
埋
候
而
常
水
ハ
引
落
不
申
、
水
損
村
々
圦
戸
開
キ
兼
、

輪
中
内
溜
り
水
損
仕
候
、
右
躰
ニ

御
座
候
間
、
段
々
水
落
御
普
請
不
被
仰
付

候
而

ハ
水
損
い
た
し
候
村
々
御
料
私
領
百
姓
相
続
難
仕
相
見
へ
申
候
間
、
此

上
水
落
御
普
請
被
仰
付
可
然
旨
、
御
勘
定
所
江

寄
々
可
申
達
与

奉
存
候
、
右

之
趣
御
内
意
申
上
置
度
奉
存
候
、
乍
憚
宜
御
勘
考
被
成
下
候
様
ニ
奉
頼
上
候
、

以
上

（
寛
延
四
年
）
閏
六
月

な
お
、
こ
の
件
に
関
す
る
多
良
表
と
の
や
り
と
り
で
は
、「
御
入
用
懸
り
申
候
而
も

不
苦
敷
候
趣
承
知
仕
候
、
と
か
く
取
こ
み
申
候
所
、
右
何
程
八
郎
左
衛
門
引
付
ニ

而

御
入
用
懸
け
不
申
候
様
ニ

働
キ
申
候
而

も
、
は
な
（
鼻
）
薬
折
々
相
用
不
申
候
而

ハ
相
届
う
す
（
薄
）
く
」
と
、
最
大
限
の
賄
賂
工
作
が
承
認
さ
れ
て
い
た
。
も
と

よ
り
、
幕
府
が
宝
暦
治
水
事
業
に
踏
み
出
す
上
で
、
こ
の
賄
賂
工
作
と
の
直
接
的

な
影
響
関
係
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
宝
暦
治
水
前
夜
に
お
け
る
関
係
者
の
動
向
を

知
る
上
で
、
大
変
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
宝
暦
二
年
二
月
に
は
、
多
良
・
笠
松
両
役
所
協
議
の
う
え
、
水
行
直

し
の
た
め
の
「
大
積
目
論
見
帳
」「
同
絵
図
」「
村
方
願
書
」
を
添
え
て
勘
定
奉
行

所
へ
再
提
出
し
て
い
る
（
33
）。

こ
こ
で
の
目
論
見
の
第
一
は
、
逆
川
締
切
や
石
田
村
猿
尾
延
長
に
よ
る
木
曽
川

の
水
を
佐
屋
川
へ
分
水
す
る
た
め
の
工
事
で
あ
る
。
第
二
は
、
筏
川
の
高
洲
を
堀

割
る
な
ど
、
結
果
と
し
て
増
え
る
佐
屋
川
の
水
を
海
口
へ
と
導
く
た
め
の
施
工
。

第
三
は
、
揖
斐
川
の
水
を
下
流
部
の
桑
名
川
に
通
水
さ
せ
る
た
め
、
油
島
へ
川
筋

を
分
離
す
る
猿
尾
、
桑
名
川
筋
へ
水
勢
を
つ
け
る
猿
尾
籠
出
な
ど
を
設
置
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
牧
田
川
と
相
川
等
が
合
流
す
る
高
渕
村
で
の
堀
割
な
ど
も
計
画
さ
れ

て
い
た
。

以
上
が
、
宝
暦
治
水
を
目
前
に
し
た
段
階
で
の
両
役
所
の
要
求
で
あ
り
、
内
容

的
に
は
、
寛
保
期
の
流
域
調
査
及
び
そ
の
復
命
書
の
提
案
内
容
を
踏
襲
し
、
か
つ

宝
暦
治
水
時
の
三
川
分
流
案
に
接
近
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。む

す
び
に

寛
保
年
間
の
流
域
調
査
の
実
態
を
探
求
す
る
な
か
で
、
宝
暦
治
水
の
前
提
と
な

る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
過
程
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
流
域
（
地
域
）
社

会
の
環
境
認
識
と
運
動
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ

う
し
た
動
き
は
、
ひ
と
り
木
曽
三
川
流
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

十
八
世
紀
半
ば
以
降
、
全
国
各
地
で
盛
り
上
が
る
治
水
要
求
に
対
し
、
幕
府
は
い

か
に
対
応
す
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
全
国
的
動
向
と

幕
府
治
水
政
策
の
展
開
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
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な
お
、
当
該
流
域
で
も
、
宝
暦
年
間
に
入
る
と
流
域
環
境
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
、

請
願
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
宝
暦
三
年
五
月
、
幕
府
は
代
官
吉
田

久
左
衛
門
を
派
遣
し
、
多
良
・
笠
松
役
所
も
立
ち
会
い
、
大
規
模
な
水
行
普
請
計

画
を
策
定
す
る
。
所
謂
「
宝
暦
治
水
」
事
業
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
上
が
る
過
程
も
含
め
、
宝
暦
期
の
地
域
社
会
の
動
向
及
び
宝
暦
治
水

工
事
の
実
態
解
明
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
出
史
料
の
検
討
も
含
め
、
さ
ら
に
稿
を

あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

註（
１
）
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
『
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ

―
新
発
見
史
料
・
北
高
木
家

文
書
に
み
る
木
曽
三
川
流
域
の
歴
史
・
環
境
・
技
術
―
』（
二
○
○
三
年
）
参
照
。

（
２
）
東
高
木
家
旧
蔵
文
書
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
や
徳
川
林
政
史
研
究
所
等
に
分
散
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
治
水
関
係
文
書
は
戦
前
に
東
高
木
家
の
手
で
抽
出
・
別
置
の
う
え
、
治

水
史
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
高
須
輪
中
の
森
川
準
之
助
氏
（
現
所
蔵
者
森
川
勝
之
助

氏
の
祖
父
）
に
一
括
譲
渡
、
保
存
さ
れ
て
き
た
。

（
３
）
こ
の
寛
保
期
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
北
高
木
家
文
書
を
例
に
、
若
干
言
及
し
た
こ
と
が

あ
る
。「
木
曽
三
川
流
域
治
水
史
再
考
」『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
一
、
二

○
○
三
年
。

（
４
）
所
領
を
超
え
た
輪
中
村
々
の
連
合
に
つ
い
て
は
、
多
芸
輪
中
を
事
例
に
、
共
同
性
を
担

保
す
る
こ
と
の
困
難
性
に
つ
い
て
述
べ
た
高
牧
実
「
幕
藩
領
主
の
治
水
政
策
と
輪
中
」（
北

島
正
元
編
『
幕
藩
制
国
家
成
立
過
程
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
所
収
）
が

あ
る
。

（
５
）
原
昭
午
「
近
世
の
治
水
」『
木
曽
三
川
流
域
誌
』
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
、
一
九
九
二

年
。

（
６
）
後
年
の
史
料
で
は
、「
右
之
通
御
普
請
被
仰
付
被
下
置
候
得
者
、
三
国
共
享
保
年
中
ニ
立
返

り
、
此
末
永
ク
相
続
可
仕
候
（
海
津
町
歴
史
資
料
館
寄
託
佐
野
家
文
書
五
―

三
一
九
）」

な
ど
と
、
享
保
期
を
立
ち
返
る
べ
き
理
想
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
方
で
、

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
五
月
に
は
、
多
良
・
笠
松
両
役
所
か
ら
再
度
の
取
払
願
書
が
出

さ
れ
た
よ
う
に
（『
岐
阜
県
史
』）、
宝
永
大
取
払
い
の
効
果
は
持
続
し
な
か
っ
た
。

（
７
）
高
木
家
文
書
Ｅ
３
―

１
―

四
二
五
（
以
下
、
高
木
家
文
書
に
つ
い
て
は
整
理
番
号
の
み

を
記
す
）、『
多
度
町
史
　
資
料
編
２
近
世
』（
二
○
○
四
年
）
所
収
高
木
家
文
書
六
八
号
。

こ
の
願
書
提
出
に
際
し
、
大
垣
藩
役
人
な
ど
か
ら
添
簡
が
出
さ
れ
て
お
り
、
十
二
月
十
六

日
付
で
多
良
の
川
通
役
人
が
返
書
を
認
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
Ｅ
３
―

１
―

四
一

九
）。

（
８
）「
寛
保
元
辛
酉
年
十
二
月
、
美
濃
国
川
々
水
落
指
支
ニ
付
川
浚
願
、
濃
州
・
勢
州
御
料
私

領
七
拾
三
ヶ
村
川
通
墨
引
絵
図
写
シ
」
と
あ
る
。
な
お
、
参
考
の
た
め
、
付
箋
内
容
を
掲

げ
て
お
き
た
い
。

（
ａ
）「
此
所
長
百
五
十
間
築
流
奉
願
候
」

（
ｂ
）「
長
四
百
間
余
、
巾
百
五
十
間
余
、
深
七
尺
掘
奉
願
候
」

（
ｃ
）「
此
所
長
千
五
百
間
余
・
巾
四
百
間
余
・
深
常
水
上
下
七
尺
掘
奉
願
候
」

（
ｄ
）「
是

﹇（
上
之
輪
か
）﹈
村
御
願
之
場
所
」

（
ｅ
）「
長
六
拾
間
、
巾
弐
拾
間
余
、
深
一
間
掘
奉
願
候
」

（
ｆ
）「
此
所
長
六
百
間
余
、
巾
二
百
間
余
、
深
常
水
上
下
五
尺
掘
奉
願
候
」

（
ｇ
）「
此
所
御
見
分
之
上
繰
込
奉
願
候
」

（
ｈ
）「
長
七
百
間
、
巾
弐
百
間
余
、
深
五
尺
堀
奉
願
候
」

（
９
）
Ｅ
３
―

１
―

四
二
○
つ
。『
多
度
町
史
　
資
料
編
２
・
近
世
』
所
収
高
木
家
文
書
一
五
三

号
で
は
年
未
詳
と
す
る
が
、
文
脈
か
ら
寛
保
元
年
に
比
定
で
き
る
。

（
10
）
以
下
、
Ｅ
３
―

１
―

四
二
六
に
よ
る
。

（
11
）
Ｅ
３
―

１
―

四
一
九
。
文
面
か
ら
す
る
と
、
七
十
三
か
村
の
訴
願
は
、
両
役
所
が
介
在

し
た
も
の
で
な
く
、
独
自
の
動
き
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
12
）
松
原
義
継
『
本
阿
弥
輪
中
』
二
宮
書
店
、
一
九
七
七
年
。

（
13
）
以
下
、
北
高
木
家
関
係
文
書
（
後
掲
翻
刻
史
料
）
に
よ
る
。

（
14
）
絵
図
に
は
、「﹇
目
論
見
中
之
築
﹈
流
ノ
所
ニ
而
板
舟
御
流
シ
被
遊
候
処
、
す
じ
之
こ
と
く

流
レ
申
候
」、「
南
ノ
郷
村
猿
尾
之
は
ね
ニ
而
如
此
流
レ
申
候
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

（
15
）
註
（
11
）
に
同
じ
。

（
16
）
東
高
木
家
文
書
。『
岐
阜
県
治
水
史
』
四
四
二
頁
所
収
。

（
17
）
Ｅ
３
―

１
―

四
九
七
。

（
18
）
西
田
真
樹
「
川
除
と
国
役
普
請
」『
講
座
日
本
技
術
の
社
会
史
６
土
木
』
日
本
評
論
社
、

一
九
八
四
年
。

（
19
）
註
（
５
）
参
照
。

（
20
）
東
高
木
家
文
書
（
仮
番
五
二
―

一
○
）。

（
21
）
北
高
木
家
関
係
文
書
（
仮
番
四
―

三
、
五
―

一
一
五
、
五
―

一
二
六
）。

（
22
）
註
（
16
）
に
同
じ
。

（
23
）
Ｅ
３
―

１
―

四
五
○
。

（
24
）
東
高
木
家
文
書
（
仮
番
三
五
―

一
三
―

二
）。

（
25
）
Ｅ
３
―

１
―

四
三
九
。
ほ
か
に
東
・
北
高
木
家
文
書
中
に
も
関
係
書
類
あ
り
。

（
26
）
Ｅ
３
―

１
―

四
四
〇
三
あ
。

（
27
）
東
高
木
家
文
書
「
濃
州
勢
州
水
損
場
江
戸
御
普
請
役
両
人
参
候
節
之
書
付
共
入
」（
仮
番

三
五
―

一
三
）。

（
28
）
註
（
24
）
に
同
じ
。

（
29
）
Ｅ
３
―

１
―

四
九
七
及
び
東
高
木
家
文
書
。

（
30
）
東
高
木
家
文
書
「
日
記
・
濃
州
川
々
御
手
伝
御
普
請
之
節
見
廻
被
仰
付
仕
出
郷
書
留
一

冊
」（
仮
番
一
三
四
―

三
）。
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（
31
）
Ｅ
３
―

１
―

六
二
○
四
・
六
二
○
六
・
四
四
二
三
・
四
四
二
四
。

（
32
）
以
下
、
Ｅ
３
―

１
―

六
八
三
に
よ
る
。

（
33
）
Ｅ
３
―

１
―

六
八
五
・
六
八
六
・
一
○
六
七
。

〔
参
考
史
料
（
北
高
木
家
関
係
文
書
）〕

（
表
紙
）

「

寛
保
二
年

濃
州
川
々
水
落
見
分
之
趣
申
上
候
書
付

戌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

濃
州
川
々
水
落
差
支
、
近
年
打
続
少
之
雨
ニ
茂
内
溜
水
引
落
不
申
、
四
五
年
以
来
水
損
皆
無
同
然

ニ

罷
成
候
ニ

付
、
御
料
并

尾
張
殿
御
領
其
外
私
領
村
々
共
ニ

七
拾
三
ヶ
村
水
落
御
普
請
願
出
候
場

所
見
分
仕
候
趣
申
上
候
覚

一
、
濃
州
之
儀
川
々
多
ク
、
別
而

木
曽
川
・
長
良
川
・
伊
尾
川
之
儀
者

近
年

（
マ
マ
）之

大
川
ニ
而

候
処
、

年
々
川
床
高
ク
成
候
ニ
付
、
常
水
自
然
与
高
ク
、
悪
水
落
圦
之
戸
少
之
出
水
ニ
茂
数
日
開
キ
不
申
、

其
上
此
度
願
出
候
村
々
之
辺
迄
ハ
桑
名
海

汐
押
上
ケ
、
至
極
旱
水
ニ
而
も
満
汐
之
節
者
圦
之
戸

閉
、
二
時
之
汐
間
ニ

な
ら
て
ハ
内
水
吐
不
申
場
所
ニ

御
座
候
、
惣
而

濃
州
川
々
之
儀
者

、
不
残
尾

州
・
勢
州
之
国
境
ニ
而

落
合
、
桑
名
川
江

落
候
処
、
四
十
年
以
前
水
行
之
儀
ニ

付
、
濃
州
勢
州

村
々
及
争
論
、
辻
六
郎
左
衛
門
存
寄
申
上
御
取
払
ニ

成
候
桑
名
川
通
桑
名
領
南
之
郷
村
・
与
左

衛
門
新
田
其
外
御
取
払
跡
、
出
水
之
度
毎
砂
巻
上
ケ
地
面
高
ク
成
、
堤
六
七
合
以
上
之
出
水
な

ら
て
ハ
水
乗
り
不
申
、
常
水
之
川
幅
を
狭
メ
、
其
上
右
川
通
之
内
桑
名
領
深
谷
部
沢
・
大
山
田

沢

甚
砂
利
馳
出
、
去
年
去
々
年
ニ

見
合
格
別
川
幅
狭
メ
、
深
谷
部
沢
馳
出
之
所
ハ
堤

堤
江

川
幅
百
九
拾
間
余
之
内
百
四
拾
間
余
、
新
田
御
取
払
跡
并
右
沢
砂
押
出
ニ
而
水
通
無
御
座
、
当
時

水
通
五
十
間
余
、
大
山
田
沢
者

川
幅
弐
百
五
十
間
余
之
内
、
新
田
御
取
払
跡
百
五
拾
間
余
、
右

沢
押
出
之
分
六
拾
間
余
、
当
時
水
通
四
拾
間
余
な
ら
て
無
御
座
候
、
縦
川
幅
狭
ク
候
而
茂
河
床
深

ク
流
候
得
ハ
水
行
差
支
申
間
敷
候
得
共
、
右
押
出
候
砂
利
年
々
川
床
ニ
残
リ
水
下
浅
ク
成
候
故
、

常
水
之
落
至
極
差
支
罷
成
候

一
、
木
曽
川
・
伊
尾
川
共
勢
州
油
嶋
新
田
与
申
所
ニ
而
落
合
、
右
新
田

千
百
間
余
川
下
ニ
而
二
川

ニ
成
、
一
筋
ハ
桑
名
川
与
唱
、
桑
名
領
南
之
郷
村
・
長
嶋
領
松
木
村
之
間
を
南
江
流
、
桑
名
城
下

江

流
申
候
、
一
筋
ハ
右
松
木
村
与

御
料
福
原
新
田
之
間
を
東
江

流
、
桑
名
城
下
壱
里
斗
下
ニ
而

海
江

落
申
候
、
然
処
右
南
之
郷
堤
外
御
取
払
跡
之
寄
洌
、
近
年
別
而

土
砂
置
上
ケ
、
七
合
余
之
出
水

な
ら
て
ハ
水
乗
り
不
申
、
常
水
之
川
幅
狭
キ
所
に
て
四
拾
間
余
な
ら
て
ハ
無
御
座
、
其
上
川
中

迄
段
々
埋
り
、
当
時
干
汐
之
節
者
小
船
ニ
而
も
荷
船
通
船
不
罷
成
候
、
右
之
通
故
松
木
村
・
福
原

新
田
之
間
東
江
流
候
川
江
出
水
・
常
水
共
引
取
強
候
処
、
此
流
末
佐
屋
川
江
落
合
、
鍋
田
川
・
見

入
川
・
加
路
戸
川
・
筏
川
四
川
ニ

分
レ
、
所
々
ニ
而

海
江

落
候
処
、
右
川
々
之
内
鍋
田
・
見
入
・

筏
之
三
川
者
埋
り
候
而
、
干
汐
ニ
ハ
一
切
通
船
無
之
、
加
路
戸
一
川
落
込
申
候
、
右
之
通
悪
体
之

水
行
、
加
路
戸
川
壱
筋
之
様
相
成
候
故
、
此
川
水
勢
強
、
桑
名
落
口
ニ
而
桑
名
川
之
水
落
を
横
合

ニ
押
ヘ
候
ニ
付
、
元
来
勾
配
少
キ
桑
名
川
、
別
而
勾
配
ゆ
る
み
、
所
々
寄
洌
茂
年
々
与
高
ク
成
、
常

水
之
落
差
支
候
故
、
濃
州
之
村
々
水
損
年
々
ニ
相
増
候
儀
ニ
奉
存
候
、
此
度
海
面
迄
見
分
仕
候
処
、

桑
名
浜
手
堤
之
内
地
蔵
堂

沖
之
方
ヘ
九
百
間
程
隔
り
、
凡
長
弐
里
幅
壱
里
程
之
高
洌
有
之
、

汐
干
ニ
ハ
高
河
原
ニ
成
一
切
水
通
不
申
候
、
桑
名
浜
手
ニ
罷
在
候
漁
師
之
内
老
年
之
者
を
呼
出
シ

相
尋
候
処
、
三
十
年
程
以
前
迄
ハ
右
高
洌
之
内
ニ

澪
三
筋
有
之
、
加
路
戸
川
・
見
入
川
・
鍋
田

川
之
枝
和
泉
川
、
三
川
之
流
末
右
三
筋
之
澪
江
分
レ
、
桑
名
川
水
落
ハ
桑
名
浜
手
堤
江
添
流
落
候

故
、
水
行
指
支
無
之
処
、
年
々
右
三
筋
之
澪
通
馳
埋
、
当
時
者
桑
名
川
落
口
江
落
込
候
ニ
付
、
右

川
通
川
床
高
ク
成
候
由
申
之
、
私
共
見
分
之
趣
ニ

相
違
無
御
座
候
、
畢
竟
鍋
田
川
埋
り
候
故
、

川
上
迄
洌
を
置
川
底
埋
り
、
加
路
戸
川
一
筋
ニ
而
濃
州
之
水
行
引
請
候
様
ニ
罷
成
候
処
、
桑
名
川

水
勢
ハ
年
々
弱
ク
成
候
ニ
付
、
自
然
与
右
三
筋
之
澪
通
り
馳
埋
、
桑
名
川
之
方
ヘ
水
押
付
候
故
、

落
口
を
押
ヘ
水
落
差
支
候
儀
無
紛
奉
存
候
、
右
之
通
濃
州
川
々
之
水
流
落
候
川
々
甚
埋
り
、
桑

名
海
ハ
高
洌
多
ク
成
水
落
差
支
候
儀
ニ

御
座
候
間
、
古
来
之
通
水
落
宜
成
候
様
ニ
者

容
易
ニ

難
成

儀
ニ
相
見
江
申
候
、
然
共
被
捨
置
候
程
水
落
差
支
、
夥
敷
亡
所
出
来
候
様
ニ
可
罷
成
哉
与
奉
存
候
、

依
之
此
度
見
分
之
上
及
心
候
程
相
考
、
御
普
請
之
仕
形
左
ニ
申
上
候

一
、
伊
尾
川
・
木
曽
川
落
合
之
処
、
常
水
ニ
而
も
木
曽
川
之
水
高
ク
、
伊
尾
川
之
落
口
を
押
ヘ
、

木
曽
川
出
水
強
節
者
伊
尾
川
ヘ
逆
水
仕
候
付
、
勢
州
油
嶋
新
田

【
い
】
長
百
五
拾
間
之
猿
尾

壱
ヶ
所
、【
ろ
】
長
三
拾
間
之
杭
刎
壱
ヶ
所
川
下
之
方
ヘ
出
シ
、
長
嶋
領
松
木
村
ニ
而
【
は
】
長

四
拾
間
之
水
分
猿
尾
被
仰
付
、
此
所
ニ
而
木
曽
川
・
伊
尾
川
之
水
筋
を
分
ケ
、
伊
尾
川
之
水
落
桑

名
川
江
常
水
強
引
落
シ
候
ハ
ヽ
水
落
宜
可
相
成
候
処
、
桑
名
川
入
口
南
之
郷
村
本
堤
出
張
候
上
ニ

猿
尾
二
ヶ
所
出
張
候
而
伊
尾
川
之
水
先
を
東
之
川
江
刎
候
ニ
付
、【
に
】
右
猿
尾
取
払
本
堤
繰
込
、

伊
尾
川
之
水
行
桑
名
川
江

直
に
流
候
様
仕
、
南
ノ
郷
村
御
取
払
跡
【
ほ
】
長
九
百
七
拾
五
間
、

深
谷
部
村
【
へ
】
長
七
百
六
拾
八
間
、
与
左
衛
門
新
田
・
茂
左
衛
門
新
田
【
と
】
長
千
百
七
拾

間
川
原
之
内
川
筋
ニ
掘
割
、
桑
名
領
汰
上
村
堤
ニ
【
ち
】
乱
杭
出
シ
三
ヶ
所
仕
、
長
嶋
領
千
倉
村

前
寄
洌
【
り
】
長
四
百
六
拾
五
間
堀
割
、
水
刎
込
候
ハ
ヽ
桑
名
川
水
落
宜
成
、
当
時
加
路
戸
川

一
筋
ニ
而

海
面
江

水
落
候
処
、
川
二
筋
ニ
而

水
落
候
ハ
ヽ
濃
州
・
勢
州
水
損
者

余
程
立
帰
り
、
少
々

之
雨
ニ
而

内
溜
り
附
皆
無
仕
候
程
之
儀
ハ
御
座
有
間
敷
与

奉
存
候
、
且
亦
南
之
郷
村
堤
繰
込
候
ニ

付
而
ハ
、
田
畑
百
姓
屋
敷
共
潰
地
出
来
可
仕
候
得
共
、
濃
州
半
国
之
障
り
ニ
御
座
候
間
、
か
ふ
セ

絵
図
ニ

記
候
通
被
仰
付
、
地
頭
江

代
地
被
下
之
、
百
姓
江

ハ
相
応
之
地
代
金
并

家
居
引
料
被
下
置

可
然
奉
存
候
、
右
御
入
用
大
積
左
之
通
ニ
御
座
候

金
壱
万
弐
千
五
百
八
両
余

内
弐
千
五
百
四
拾
八
両
余

御
料
油
嶋
新
田
猿
尾
并
杭
出
御
入
用

長
嶋
領
松
木
村
猿
尾

六
千
四
拾
弐
両
余

桑
名
領
南
ノ
郷
村
堤
繰
込
并
取
払
跡
御
入
用

堀
割
家
引
料
潰
地
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三
千
六
百
六
拾
五
両
余

同
領
深
谷
部
村
前
新
田

与
左
衛
門
・
茂
左
衛
門
新
田
取
払
跡
堀
割
御
入
用

長
嶋
領
千
倉
村
前
寄
洌

弐
百
五
拾
三
両
余

桑
名
領
汰
上
村
堤
杭
出
三
ヶ
所
御
入
用

右
之
通
川
替
仕
候
ハ
ヽ
川
筋
直
ク
ニ

成
宜
可
罷
成
与

奉
存
候
、
然
共
桑
名
川
者

年
々
川
床
高
ク
、

木
曽
川
・
伊
尾
川
之
落
合
、
長
嶋
領
之
堤
ニ
添
桑
名
川
之
入
口
を
横
切
ニ
東
之
川
江
澪
付
候
ニ
付
、

右
御
普
請
計
ニ
而
者

水
乗
り
悪
敷
、
只
今
迄
之
澪
筋
江

水
引
落
候
儀
可
有
御
座
奉
存
候
、
依
之
尾

州
福
原
村

【
ぬ
】
長
五
拾
間
之
猿
尾
出
シ
仕
、
桑
名
川
之
方
ヘ
水
刎
付
ケ
候
ハ
ヽ
、
大
概
此

所
ニ
而
半
分
程
者
桑
名
川
江
水
流
行
可
申
与
奉
存
候
、
則
右
猿
尾
御
入
用
大
積
り
左
之
通
ニ
御
座
候

金
四
百
九
拾
五
両
余

尾
州
福
原
村
猿
尾
御
入
用

一
、
桑
名
領
【
る
】
深
谷
部
沢
・
【
を
】
大
山
田
沢
砂
利
押
出
之
儀
、
其
通
ニ
差
置
候
而
ハ
縦
御

普
請
被
仰
付
候
而
も
水
行
相
滞
候
場
所
ニ
御
座
候
処
、
其
所
領
主

可
捨
置
様
無
御
座
候
間
、
松

平
下
総
守
方

砂
利
押
出
候
度
々
相
浚
、
水
行
障
ニ
不
成
様
被
仰
付
可
然
奉
存
候
、
於
然
者
年
々

川
通
年
番
之
者
家
来
相
廻
り
候
節
吟
味
仕
、
砂
馳
出
有
之
候
ハ
ヽ
私
共
方

可
申
達
候
間
、
早

速
砂
取
払
出
来
之
上
見
分
請
候
様
下
総
守
家
来
江
被
仰
渡
候
様
仕
度
奉
存
候

一
、
右
深
谷
部
沢
・
大
山
田
沢
押
出
之
所
、
川
浚
計
ニ
而
者
年
々
川
床
埋
り
水
行
障
ニ
罷
成
候
間
、

長
嶋
領
千
倉
村
十
日
新
田
堤
ニ
有
来
【
わ
】
猿
尾
ニ
長
拾
五
間
ツ
ヽ
二
ヶ
所
継
足
仕
、
常
水
出
水

共
砂
馳
出
候
谷
先
江
水
刎
付
ケ
候
ハ
ヽ
砂
馳
出
不
申
、
末
々
水
行
滞
御
座
有
間
敷
与
奉
存
候
、
則

御
入
用
大
積
左
之
通
ニ
御
座
候

金
九
百
四
拾
七
両
余

長
嶋
領
千
倉
村
十
日
新
田
猿
尾
御
入
用

（
下
札
）

「
本
文
之
猿
尾
継
足
主
体
仕
候
得
者
末
々
長
嶋
領
堤
水
除
之
為
ニ
罷
成
候
間
、
向
後
修
覆
之
義
者
領

主

申
付
候
様
被
仰
渡
可
然
奉
存
候
」

一
、
桑
名
川
通
川
下
先
年
御
取
払
跡
之
内
、
葭
草
場
字
拾
万
山
与
申
所
、
桑
名
川
之
真
中
ニ
有
之

水
行
差
支
候
ニ
付
、
此
所
【
か
】
長
八
百
九
拾
間
堀
割
澪
通
り
ニ
仕
、
桑
名
領
上
之
輪
村
ニ
【
よ
】

長
七
拾
間
之
杭
出
シ
仕
立
、
水
刎
付
ケ
候
ハ
ヽ
水
行
宜
可
罷
成
候
得
共
、
左
ニ
而
者
長
嶋
領
大
嶋

村
江

水
当
強
ク
堤
危
御
座
候
間
、
大
島
村

も
【
た
】
長
六
拾
間
之
水
請
杭
出
シ
仕
立
、
両

方

水
刎
付
ケ
候
ハ
ヽ
澪
深
成
水
落
宜
敷
可
罷
成
与
奉
存
候
、
則
御
入
用
大
積
り
左
之
通
御
座

候

金
三
千
九
百
六
拾
九
両
余

内
三
千
五
百
五
拾
九
両
余

桑
名
領
拾
万
山
堀
割
御
入
用

四
百
拾
両
余

同
領
上
之
輪
村
杭
出
・
長
嶋
領
大
嶋
村
杭
出
御
入
用

（
下
札
）

「
本
文
之
桑
名
領
・
長
嶋
領
杭
出
出
来
仕
候
得
者
、
桑
名
領
者
城
下
迄
之
囲
ニ
可
罷
成
候
、
長
嶋
領

者
凡
川
下
堤
三
百
間
程
之
間
水
除
ニ
罷
成
、
其
上
同
領
悪
水
落
新
圦
水
落
之
為
ニ
も
可
罷
成
候
間
、

向
後
修
復
之
義
者
領
主
々
々

仕
候
様
被
　
仰
付
可
然
奉
存
候
」

水
落
御
普
請
之
儀
追
願
之
儀
左
ニ
申
上
候

一
、
松
平
秀
之
助
領
分
濃
州
石
津
郡
【
そ
】
駒
野
村
・
戸
田
徳
次
郎
領
分
羽
根
村
之
山
々
谷

合

年
々
夥
敷
石
砂
押
出
川
床
埋
り
、
上
村
之
水
落
差
支
水
損
仕
候
ニ
付
、
二
十
七
年
以
前
申

年
高
木
五
郎
左
衛
門
・
辻
六
郎
左
衛
門
方
ヘ
村
々
願
出
、
両
人
吟
味
之
上
三
角
枠
を
以
谷
分
ケ

之
儀
申
付
候
処
、
羽
根
村
得
心
不
仕
及
争
論
、
於
評
定
所
御
吟
味
之
上
、
先
谷
分
ケ
者

見
合
、

石
砂
馳
出
水
行
差
支
候
節
者
村
役
ニ
浚
候
様
被
仰
付
、
其
以
来
石
砂
馳
出
候
節
者
、
上
村
々

私

共
役
所
江

訴
出
候
得
者

、
早
速
堤
方
役
人
并

川
通
年
番
之
者
家
来
見
分
ニ

遣
候
上
、
領
主

浚
申

付
来
候
、
尤
前
々
ハ
百
姓
役
之
定
ニ
而
候
得
共
、
年
々
馳
出
シ
強
度
々
浚
仕
候
故
、
百
姓
自
力
ニ

難
及
、
領
主
入
用
を
以
浚
仕
候
趣
ニ
御
座
候
、
別
而
近
年
山
荒
候
故
歟
、
先
年
与
違
大
分
石
砂
馳

出
、
川
底
迄
馳
込
候
石
砂
者
自
然
与
浚
残
候
様
ニ
罷
成
候
哉
、
河
床
年
々
埋
り
、
其
上
近
年
ハ
雨

之
度
々
砂
馳
出
強
、
別
而

水
落
差
支
、
打
続
水
損
皆
無
仕
候
間
、
右
馳
出
シ
有
之
所
之
川
向
高

須
領
福
岡
村
・
御
料
宮
地
村
辺
迄
川
幅
広
ケ
、
右
馳
出
谷
口
砂
留
之
義
、
御
料
十
三
ヶ
村
・
尾

張
殿
御
領
十
二
ヶ
村
願
出
候
、
此
度
川
通
見
分
場
所
之
内
ニ
御
座
候
ニ
付
見
分
仕
候
処
、
水
行
差

支
候
段
相
違
無
御
座
候
、
尤
私
領
役
人
江
茂
普
請
之
仕
形
等
相
尋
候
処
、
年
々
川
浚
仕
出
来
之
上
、

私
共
方
ヘ
申
達
見
分
請
候
得
共
、
雨
之
度
毎
石
砂
馳
出
、
此
上
仕
形
無
御
座
候
旨
申
之
候
、
依

之
右
山
之
谷
奥
迄
見
分
仕
候
処
、
谷
奥
南
北

出
候
谷
々
山
間
ニ
而
【
つ
】
砂
留
五
ヶ
所
仕
、
右

砂
留
ニ

溜
り
候
石
砂
ハ
年
々
取
除
候
様
ニ

仕
候
ハ
ヽ
、
水
中
江

押
出
候
砂
浚
候
与

ハ
格
別
宜
、

末
々
人
足
懸
り
も
減
、
勿
論
川
中
江
石
砂
馳
出
シ
不
申
、
水
行
之
障
り
御
座
有
間
敷
与
奉
存
候
、

右
谷
先
ヘ
馳
出
候
石
砂
之
儀
、
定
浚
之
場
所
故
、
秀
之
助
・
徳
次
郎
方

早
速
浚
候
様
ニ
申
遣

候
、
尤
川
中
迄
押
出
候
石
砂
浚
上
ケ
候
義
、
水
中
之
義
故
中
々
働
難
成
奉
存
候
、
依
之
右
両
村

川
向
福
岡
村
堤

【
ね
】
長
三
拾
間
之
新
猿
尾
仕
立
、
水
刎
付
け
候
ハ
ヽ
川
底
之
土
砂
押
払
、

尤
此
以
後
馳
出
候
而
茂

水
行
之
障
ニ

罷
成
間
敷
奉
存
候
、
則
右
砂
留
并

猿
尾
御
入
用
大
積
、
左
之

通
御
座
候

金
四
百
五
拾
両
余

駒
野
村
・
羽
根
村
砂
留
御
入
用

金
百
三
拾
両
余

福
岡
村
猿
尾
御
入
用

一
、
松
平
秀
之
助
領
分
【
な
】
山
崎
村
・
戸
田
徳
次
郎
領
分
【
ら
】
安
江
村
之
山
合

石
砂
馳

出
、
右
羽
根
・
駒
野
谷
先
同
前
ニ
川
幅
狭
メ
水
落
差
支
候
段
、
上
村
々
願
之
通
相
違
無
御
座
候
、

此
所
之
儀
者

只
今
迄
定
浚
之
場
所
ニ

無
御
座
候
得
共
、
国
中
水
落
之
障
ニ

成
候
儀
者

羽
根
・
駒
野

谷
先
同
前
之
義
ニ
御
座
候
間
、
水
行
障
ニ
不
成
様
秀
之
助
・
徳
次
郎
方
ニ
而
浚
可
申
付
場
所
ニ
御
座

候
間
、
私
と
も
差
図
次
第
浚
仕
候
様
右
両
人
家
来
ヘ
被
仰
渡
候
様
仕
度
奉
存
候

（
下
札
）

「
本
文
之
浚
、
川
通
年
番

申
渡
候
而
も
可
相
済
儀
ニ
候
得
共
、
入
用
も
懸
り
申
義
、
其
上
此
度

川
通
之
儀
一
同
ニ
願
も
御
座
候
間
申
上
候
」

（
下
札
）

「
本
文
之
砂
留
出
来
候
ヘ
者
川
中
ヘ
押
出
候
石
砂
無
之
積
ニ
御
座
候
間
、
右
定
浚
相
減
候
間
、
自

今
修
復
等
ハ
秀
之
助
・
徳
次
郎
方

仕
候
様
被
仰
付
可
然
奉
存
候
」
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（
下
札
）

「
本
文
之
猿
尾
出
来
候
ハ
ヽ
、
谷
先
馳
出
シ
石
砂
川
中
之
分
不
断
押
流
候
故
、
川
浚
之
益
ニ
相
成

并
福
岡
村
堤
囲
ニ
相
成
候
間
、
向
後
修
復
之
義
ハ
秀
之
助
・
徳
次
郎
方

申
付
候
様
被
仰
渡
可
然

奉
存
候
」

一
、
右
場
所
川
広
ケ
之
儀
、
村
々
達
而
相
願
、
尤
川
幅
広
ケ
候
ハ
ヽ
水
落
宜
敷
可
罷
成
候
得
共
、

堤
敷
共
ニ

ハ
凡
幅
百
間
余
・
長
壱
里
余
之
間
地
面
も
潰
、
勿
論
有
来
堤
引
込
候
義
、
莫
太
之
御

入
用
相
掛
り
候
間
、
川
広
之
儀
者

差
止
メ
可
然
奉
存
候
、
尤
濃
州
之
義
大
川
数
多
有
之
、
川
通

村
々
ハ
何
れ
茂

至
極
之
水
損
所
ニ

御
座
候
処
、
右
場
所
之
儀
者

濃
州
一
国
之
川
々
一
所
ニ

落
合
候

場
所
ニ

御
座
候
間
、
此
所
ニ
而

水
落
差
支
候
而
者

濃
州
半
国
之
障
ニ

罷
成
候
間
、
前
条
之
通
川
浚
被

仰
付
可
然
奉
存
候

一
、
御
料
福
束
輪
中
壱
万
石
余
之
村
々
此
度
願
出
候
者
、
近
年
別
而
水
落
差
支
、
壱
万
石
余
之
内

凡
六
七
千
石
程
之
所
年
々
皆
損
或
者

皆
損
同
前
ニ

罷
成
候
儀
者

、
西
北
者

伊
尾
川
、
東
者

長
良
川
、

南
者
伊
尾
・
長
良
之
落
合
ニ
而
、
四
方
ニ
大
川
を
抱
候
ニ
付
、
前
々

圦
七
艘
ニ
而
悪
水
落
シ
耕
作
仕

候
処
、
右
輪
中
之
東
長
良
川
通
之
内
高
須
輪
中
勝
村
と
申
所
ニ
而
川
弐
筋
ニ
成
、
一
筋
者
木
曽
川
江

落
合
、
一
筋
者
尾
張
殿
御
領
柿
内
村
・
今
尾
村
・
大
牧
村
三
ヶ
村
之
間
ニ
而
伊
尾
川
江
落
合
候
故
、

川
水
引
取
能
悪
水
吐
来
候
処
、
近
年
木
曽
川
床
高
ク
相
成
候
故
、
長
良
川

木
曽
川
江
落
合
候

川
筋
埋
り
、
一
切
常
水
之
節
者
水
落
不
申
、
却
而
木
曽
川
逆
水
仕
候
程
ニ
成
、
前
々
川
二
筋
ニ
而
落

候
川
水
一
所
ニ
た
ゝ
ま
り
、
福
束
輪
中
悪
水
吐
圦
口
を
押
江
、
其
上
常
水
出
水
共
ニ
伊
尾
川
之
義

水
重
高
ク
候
ニ
付
、
両
川
落
合
之
所
ニ
而
伊
尾
川
之
水
先
長
良
川
之
水
先
を
押
江
候
故
、
別
而
水
落

悪
敷
御
座
候
間
、
尾
張
殿
御
領
大
牧
村
野
方
堀
割
、
落
合
之
所

拾
町
程
川
上
ニ
而
伊
尾
川
之
水

を
分
水
い
た
し
、
并
長
良
川
之
内
勝
村
ニ
而
常
水
丈
ニ
洗
堰
い
た
し
、
長
良
川
之
水
木
曽
川
江
落
候

様
達
而
相
願
候
、
右
場
所
見
分
仕
候
処
、
村
方
申
通
相
違
無
御
座
候
、
勝
村

木
曽
川
江
分
り
候

長
良
川
通
、
常
水
之
節
者
浅
キ
所
者
水
深
弐
尺
程
御
座
候
而
一
切
水
流
無
之
、
却
而
木
曽
川
落
合
ニ

而
者
逆
水
仕
、
伊
尾
・
長
良
落
合
之
所
ニ
而
も
伊
尾
川
之
水
ニ
被
押
候
ニ
付
、
大
概
勾
配
も
有
之
川
ニ

候
得
共
、
落
合

拾
町
余
上

ハ
流
も
た
る
み
水
落
差
支
候
段
紛
無
御
座
候
、
依
之
御
普
請
仕

形
見
分
仕
候
処
、
願
之
通
大
牧
村
【
む
】
野
方
長
六
百
五
拾
間
堀
割
候
ハ
ヽ
、
伊
尾
川
之
水
三

四
分
通
り
ハ
右
新
川
江
流
水
落
宜
敷
可
有
御
座
候
、
并
長
良
川
落
口
尾
張
殿
御
領
柿
内
村
堤
外
野

方

川
形
ニ
【
う
】
長
五
拾
間
之
乱
杭
出
仕
、
伊
尾
・
長
良
両
川
落
合
之
水
先
を
分
ケ
候
ハ
ヽ
、

川
上
村
々
水
落
之
為
ニ
も
宜
可
罷
成
与
奉
存
候
、
勝
村
前
ニ
而
洗
堰
い
た
し
候
義
者
、
川
幅
凡
百
間

程
も
有
之
、
水
深
之
場
所
故
莫
太
之
御
入
用
相
懸
り
、
其
上
右
洗
堰
ニ
而
水
重
盛
上
ケ
候
之
故
、

木
曽
川
ヘ
落
候
川
筋
川
長
弐
里
程
之
間
、
両
側
御
料
私
領
村
々
ヘ
相
障
難
成
義
ニ
御
座
候

一
、
福
束
輪
中
之
内
大
藪
村
ニ

古
来

有
之
候
長
九
拾
間
之
水
刎
猿
尾
ニ
而

木
曽
川
之
方
江

分
ケ

候
川
筋
ヘ
水
刎
込
候
処
、
三
拾
六
年
以
前
亥
年
大
地
震
ニ
而
猿
尾
先
震
崩
シ
、
其
以
後
御
修
復
無

之
、
当
時
七
拾
三
間
有
之
、
十
三
年
以
前
戌
年
、
猿
尾
先
ニ

弐
間
四
方
之
枠
御
入
用
を
以
被
仰

付
候
得
共
、
猿
尾
継
足
無
之
候
ニ
付
水
刎
無
甲
斐
罷
成
候
上
、
木
曽
川
床
者
年
々
高
ク
成
、
右
之

通
川
一
筋
ニ
落
重
り
候
様
ニ
罷
成
候
儀
と
奉
存
候
間
、
右
【
ゐ
】
猿
尾
先
拾
七
間
継
足
被
仰
付
候

ハ
ヽ
自
然
与
木
曽
川
之
方
江
も
常
水
流
候
様
罷
成
、
福
束
輪
中
悪
水
落
宜
可
罷
成
与
奉
存
候
、
則

御
入
用
大
積
左
之
通
ニ
御
座
候

御
料
大
藪
村
猿
尾
継
足

金
八
百
三
両
余

尾
張
殿
御
領
大
牧
村
野
方
堀
割
御
入
用

同
領
柿
内
村
堤
外
杭
出

（
下
札
）

「
本
文
之
大
牧
村
堤
外
新
規
堀
割
之
儀
ニ
付
障
り
申
出
候
ハ
、
堤
外
畑
方
ヘ
作
場
道
無
之
、
并
舟

渡
場
二
重
ニ
罷
成
迷
惑
仕
、
其
上
堤
外
共
本
高
内
ニ
而
高
役
等
相
勤
候
処
、
川
筋
ニ
成
候
而
ハ
難
儀

之
由
、
其
外
品
々
障
り
申
立
得
心
不
仕
候
得
共
、
惣
而

川
通
水
落
差
支
之
所
普
請
仕
立
候
ニ
者

、

潰
地
新
川
等
決
而
無
之
様
ニ
者
難
仕
候
、
本
文
ニ
申
上
候
通
伊
尾
・
長
良
両
川
落
合
場
所
ニ
御
座
候

間
、
川
筋
致
分
水
水
落
之
障
相
除
候
様
不
仕
候
而
ハ
外
ニ
致
方
無
御
座
候
、
右
水
落
願
之
儀
者
御

料
高
壱
万
石
余
之
村
々
達
而

相
願
、
尤
書
面
之
通
仕
立
候
ハ
ヽ
過
半
水
損
相
遁
、
右
願
之
外
尾

張
殿
御
領
大
吉
新
田
・
柿
内
村
・
西
海
松
村
・
本
郷
村
悪
水
之
為
宜
、
相
障
候
大
牧
村
者
纔
ニ
高

百
五
拾
石
余
之
場
所
ニ

御
座
候
間
、
右
障
ニ

無
頓
着
願
之
通
被
仰
付
候
而
茂

可
然
奉
存
候
、
且
又

右
場
所
当
時
荒
場
ニ
而
高
内
と
ハ
不
相
見
候
得
共
高
内
之
由
申
之
、
尤
堤
外
畑
方
と
堤
と
の
間
ニ

而

決
而

高
内
ニ
而

無
之
と
ハ
難
申
上
候
間
、
弥
本
文
之
通
被
仰
付
候
ハ
ヽ
地
面
致
吟
味
、
其
分
代

地
相
渡
候
得
者
高
役
も
懸
り
不
申
、
村
方
難
義
之
筋
軽
ク
御
座
候
、
数
年
来
之
荒
地
之
事
ニ
候
得

者
、
百
姓
ヘ
ハ
地
代
金
被
下
候
ニ
者
及
間
敷
義
ニ
奉
存
候

一
、
右
新
川
相
止
メ
候
而
外
ニ
致
方
可
有
御
座
哉
と
相
考
候
得
共
、
右
之
外
存
寄
無
御
座
候
ニ
付

申
上
候
」

（
付
箋
）

「
九
月
廿
七
日
午
之
上
刻
ニ
受
取
、
次
村
江
直
ニ
送
り
申
候
」

一
、
前
々
者

木
曽
川
通
尾
張
殿
御
領
濃
州
中
嶋
郡
拾
町
野
村
・
尾
州
中
嶋
郡
三
拾
町
野
村
之
間

よ
り
東
之
方
江

木
曽
川
枝
川
有
之
、
水
行
滞
無
御
座
、
流
末
を
佐
屋
川
与
唱
、
木
曽
川
之
常

水
・
出
水
共
ニ
佐
屋
川
之
方
江
引
落
強
候
ニ
付
、
前
条
ニ
申
上
候
油
嶋
新
田
ニ
而
川
々
落
合
之
水
筋
、

木
曽
川
水
先
ニ
而
押
ヘ
候
事
無
御
座
候
処
、
当
時
佐
屋
川
之
川
下
村
々
先
年
与
ハ
致
変
地
、
佐
屋

川
之
流
滞
候
故
、
段
々
川
床
ニ
土
砂
置
、
右
三
拾
町
野
村
前
凡
百
四
五
拾
間
程
川
中
江
洌
を
置
、

拾
町
野
村
之
角
出
張
木
曽
川
之
水
請
ニ
成
、
佐
屋
川
江
水
引
落
候
所
者
段
々
欠
込
候
故
水
通
り
悪

敷
罷
成
、
此
所
ニ
而

致
分
水
候
水
先
過
半
木
曽
川
下
江

流
候
故
、
木
曽
川
之
水
重
高
ク
、
長
良

川

木
曽
川
江
落
候
水
先
を
差
押
ヘ
、
却
而
長
良
川
之
方
ヘ
逆
水
仕
候
様
ニ
罷
成
、
勢
州
油
嶋
ニ
而

濃
州
川
々
不
残
落
合
候
所
ニ
而
者

猶
以
前
条
ニ

申
上
候
通
木
曽
川
之
水
先
ニ
而

濃
州
一
国
之
悪
水
落

差
支
ニ

罷
成
候
間
、
右
三
拾
町
野
村
前
置
洌
【
の
】
長
四
百
間
堀
割
、
川
向
尾
張
殿
御
領
八
神

村
堤

【
於
】
長
百
五
拾
間
壱
ヶ
所
・
長
拾
間
壱
ヶ
所
猿
尾
継
足
シ
仕
候
ハ
ヽ
、
佐
屋
川
江
之

水
乗
宜
敷
、
油
嶋
落
合

三
四
里
上
ニ
而
水
分
候
ニ
付
、
此
所

川
下
ニ
而
ハ
木
曽
川
之
水
勢
弱
く

成
候
間
、
長
良
川
之
水
落
も
宜
敷
、
尤
油
嶋
ニ
而
落
合
候
木
曽
川
之
水
重
低
成
、
濃
州
之
水
落
之

為
別
而
可
然
奉
存
候
、
則
御
入
用
大
積
左
之
通
御
座
候

金
九
百
六
拾
四
両
余

尾
張
殿
御
領
八
神
村
猿
尾
継
足
并
寄
洌
堀
割
御
入
用

右
之
通
ニ

御
座
候
間
、
只
今
迄
之
通
ニ
而

被
差
置
候
而
者

年
々
水
損
増
、
末
々
ニ

至
り
候
而

ハ
中
山
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（
一
四
）

道

下
水
所
村
々
者
亡
所
同
意
ニ
可
罷
成
哉
無
覚
束
奉
存
候
、
則
御
普
請
其
外
少
々
宛
之
猿
尾
継

足
或
者

杭
出
シ
等
共
、
御
普
請
大
積
帳
絵
図
相
添
差
上
申
候
、
右
御
普
請
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
少

之
雨
ニ
茂

内
溜
水
ニ
而

皆
無
仕
候
程
之
義
者

御
座
有
間
敷
与

奉
存
候
、
尤
右
御
入
用
諸
色
直
段
入
札

取
之
吟
味
仕
候
ハ
ヽ
、
格
別
増
減
可
有
御
座
与
奉
存
候
、
以
上

（
下
札
）

「
本
文
之
猿
尾
継
足
出
来
仕
候
得
者
、
末
々
尾
張
殿
御
領
堤
囲
之
為
ニ
罷
成
候
間
、
向
後
修
復
之

節
者
尾
張
殿
方
ニ
而
被
仰
付
候
様
可
然
奉
存
候
」

戌

滝
川
小
右
衛
門

高
木
求
馬

御
勘
定
所

※
史
料
文
中
の
朱
書
（
工
事
箇
所
付
）
は
【

】
で
示
し
た
。
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